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会
場
計
画
の
検
討
に
お
い
て

は
、
か
ね
て
か
ら
二
五
〇
〇
万

人
の
入
場
者
を
想
定
す
る
２
０

０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
の
会

場
と
し
て
、
瀬
戸
市
南
東
部

（
約
五
四
〇
ha
）
の
地
域
だ
け
で

は
、
環
境
へ
の
負
荷
が
大
き
い

の
で
は
、
と
い
う
議
論
が
あ
り

ま
し
た
。

今
年
五
月
に
は
、
会
場
候
補

地
内
に
お
い
て
、
オ
オ
タ
カ
の

営
巣
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
博

覧
会
協
会
で
は
、こ
れ
を
一
つ
の

契
機
と
し
て
、
会
場
許
容
量
に

つ
い
て
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

愛
知
県
知
事
が
県
議
会
に
お

い
て
「
国
や
博
覧
会
協
会
に
、

愛
知
青
少
年
公
園
等
を
会
場
地

と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
旨
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

通
商
産
業
省
の
指
示
に
よ
り
、

拡
大
し
た
会
場
の
検
討
を
始
め

ま
し
た
。

そ
し
て
、
博
覧
会
の
全
体
の

方
向
性
な
ど
を
検
討
す
る
「
企

画
調
整
会
議
」
を
七
月
十
四
日

に
開
催
し
、
愛
知
青
少
年
公
園

を
含
め
た
会
場
計
画
の
「
方
向

性
」
に
つ
い
て
、
企
画
運
営
委

員
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
海
上
北
地
区

（
地
区
名
称
は
仮
称
。
以
下
同

じ
。）
は
、「
自
然
の
叡
智
」
を

象
徴
す
る
「
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
」、

海
上
南
・
西
地
区
は
、
民
間
出

展
を
中
心
と
し
た
「
テ
ー
マ
ゾ

ー
ン
」。
愛
知
青
少
年
公
園
地
区

は
、
外
国
政
府
出
展
を
中
心
と

し
た
「
※

エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

ゾ
ー
ン
」、
科
学
技
術
交
流
セ
ン

タ
ー
地
区
は
、
博
覧
会
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
の
施
設
を
置
い

た
「
管
理
ゾ
ー
ン
」
の
四
つ
の

ゾ
ー
ン
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た

の
で
す
。

こ
の
「
四
つ
の
ゾ
ー
ン
」
の

考
え
方
を
受
け
、
環
境
、
会
場

計
画
、
観
客
輸
送
の
各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

九
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た

「
企
画
調
整
会
議
」
で
は
、
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検

討
状
況
が
報
告
さ
れ
、
様
々
な

意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
施
設
配
置
の
考
え
方
、

各
地
区
の
考
え
方
、
会
場
ア
ク

セ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
会
場
計

画
の
検
討
状
況
を
、
２
面
に
詳

し
く
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
。

ま
た
、「
肝
心
の
博
覧
会
の
内

容
が
見
え
て
こ
な
い
」
と
い
う

ご
意
見
に
応
え
る
た
め
に
、「
博

覧
会
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」
も
、
公

表
し
ま
し
た
（
３
面
詳
細
）。

愛
知
青
少
年
公
園
の

利
活
用
を
加
え
た

会
場
計
画
を
検
討

優 秀 賞�

作品名� 作者� 住所� 職業等�

優 秀 賞�

優 秀 賞�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

※「一般の部」の最優秀賞は該当作品なし。�

学生�

会社員�

大学院生�

会社員�

大学生�

自営業�

―�

会社員�

会社員�

―�

―�

大学院生�

会社員�

インド ニューデリー市�

神奈川県川崎市�

福岡県福岡市�

東京都中央区�

神奈川県藤沢市�

埼玉県飯能市�

愛知県瀬戸市�

愛知県春日井市�

大阪府大阪市�

アメリカ ニューヨーク州�

愛知県日進市�

東京都�

東京都目黒区�

VISHAL DAR�
（ヴィシャル・ダール）�

萩原裕一�

ブルース・ポンチ�
志賀壮史（代表）他1名�

池田達（代表）他8名�

磯野健介�

小高浩平�

海上の森自然観察会�
企画室　北岡由実子�

白水良一（代表）他4名�

竹原正美（代表）他3名�

ASHER DERMAN�
（アッシャー・ダーマン）�
東海水琴窟ネット�
中野之也（代表）他2名�

中楯哲史（代表）他1名�

馬場正尊（代表）他2名�

TEMPLE OF ELEMENTS�
（自然力の寺院） 

オニゴッコ�

同時多発的博覧会�

静伝管のネットワーク�

百鬼夜行�

土の迷路と土の塔�

海上の森　里山博覧会�

ミズスマシロボット＆浮島（プランター）�
浄化装置�

マジックビューアー�

EXPO2005:REAL-TIME MAN-ECOLOGY INFORMATION�
EXCHANGES（リアルタイム　人間―エコロジー情報交換）�

天水共創の里�

EXPO2005「森の木 を々介した�
ボランタリー博覧会」�

偶然の大地　seeds tickets

最優秀賞�森のブランコゆらゆら音楽会�

イモムシロボット�

2005年万博メモリアルウエディング�

森の映画館�

森と話そう！�

本当の星空見たことありますか�
A trip keeping in touch the green�
of trees　木々の緑に触れる旅�
タイムマシーンにのって、�
もりでいえをたてよう�

新型植物園�

作品名� 作者� 住所� 学校名等�

最優秀賞�

優 秀 賞�

優 秀 賞�

優 秀 賞�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

越智藍子�

小西聖子�

猪飼理江�

鬼頭麻衣子�

和田愛弓�

石川綾子�

伊藤芳恵�

杉山みのり�

中島崇志�

東京都品川区�

愛知県知多市�

愛知県津島市�

愛知県豊田市�

愛知県豊田市�

愛知県半田市�

愛知県知多市�

東京都世田谷区�

愛知県知多市�

品川区立第一日野小学校�

知多市立八幡中学校�

津島市立天王中学校�

豊田市立保見中学校�

豊田市立朝日丘中学校�

半田市立青山中学校�

知多市立八幡中学校�

星美学園小学校�

知多市立八幡中学校�

【15歳以下の部】�

【一般の部】�

『森のブランコゆらゆら音楽会』
越智藍子さん
（品川区立第一日野小学校）
でこぼこの地面には、椅子を並べにくい。
それに森にこだまする音楽は、そよぐ風に
乗って、ふわふわしている。だから森の音
楽会は、背もたれのあるブランコを木々の
枝に吊し、それを座席にする。演奏者の姿
を見るのではなく、葉がしげる空を見上げ、
森の深さを感じながら聴く。自然に向かっ
て演奏する舞台は小さく目立たない。

『イモムシロボット』
小西聖子さん
（知多市立八幡中学校）
この作品は、自分が虫になり、虫から見
た“自然”“世の中”“未来”“過去”を体
験し、虫の生活を体験するものです。人間
は、人間の世界しか見えないだから、動物
や虫、植物の世界を見る必要があるのです。
それが、遊びながらできたら、どんなにい
いことでしょう。この作品は、万博に参加
し、学ぶことのできる作品です。

博覧会協会では「森の博覧会のアイデア」をテーマとした国際アイデアコンペを行い、1955件の応募があり
ました。このほど、厳正なる審査の結果、最優秀賞をはじめとする入賞作品22点が決定しました。
今回の「ＥＸＰＯ2005だより第6号」では、最優秀賞、優秀賞の8点をご紹介し、次号以降のＥＸＰＯだより

で佳作14点をご紹介する予定です。なお、本文中の作品概要は、応募者によって作成された作品概要の抜粋です。

15歳以下の部　最優秀賞

15歳以下の部　優秀賞 一般の部　優秀賞

『2005年万博メモリアルウエディング』
猪飼理恵さん
（津島市立天王中学校）

なにかと無駄の多い結婚式。これ
はそんな無駄を一切省いた、新しい
個性的な結婚式です。万博でしかで
きない、夫婦の個性あふれる結婚式。
きっと一生の思い出に残ります。

『森と話そう！』
和田愛弓さん
（豊田市立朝日丘中学校）

木に映像（顔の）を映し、声を
流す。そして、環境問題などにつ
いて木が話してくれる。その他に
も「木の伐採」などをテーマに
「木」どうしがディベートを行う。

『森の映画館』
鬼頭麻衣子さん
（豊田市立保見中学校）

自然豊かな場所に水や霧、
煙などでスクリーンをつく
り、お客さんに楽しんでもら
う。内容も子供むけから芸術
作品の有名場面などを工夫
し、自然と一体となった映画
館にする。

国際アイデアコンペ入賞者決定国際アイデアコンペ入賞者決定

2005年日本国際博覧会
●会場候補地（検討中）●

愛知県瀬戸市南東部
および隣接地

●開催期間●

2005年3月25日～9月25日

�

　会場基本計画検討状況――グランドレベル�

（1999年9月公表）�
�

［主要施設地区］�

            デッキ等�

            屋外型展示空間（領域型）�

            屋内展示空間（トポス型）�

            催事施設�

            サービス施設�

            供給処理施設�

            バスターミナル�

            管理事務所等�

            迎賓館�

            既存施設�

�

［森林体感地区］�

            拠点施設敷地�

            基幹路�

            水平回廊�

�

［場内観客輸送主要動線］�

            場内シャトルバス経路（調整中）�

管理施設ゾーン�

民間出展ゾーン�

愛
知

環
状
鉄
道

国
道
1
5
5
号

民間出展ゾーン�

民間出展ゾーン�

政府及び自治体出展ゾーン�

1,000m5004003002001000
N

外国政府及び自治体出展ゾーン�

森林体感地区�

森林体感地区�

博
覧
会
協
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

公
表
し
た
会
場
基
本
計
画
に
対
す
る

多
く
の
ご
意
見
と
、
さ
ら
に
様
々
な

環
境
へ
の
配
慮
な
ど
を
踏
ま
え
、
会

場
計
画
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
オ
オ
タ
カ
の
営
巣
確
認
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

会
場
候
補
地
約
五
四
〇
ha
に
、
愛
知

青
少
年
公
園
約
二
〇
〇
ha
、
科
学
技

術
交
流
セ
ン
タ
ー
約
二
〇
ha
を
加
え

た
「
会
場
基
本
計
画
の
検
討
状
況
」

を
公
表
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1999年会場計画の策定�

2000年 博覧会国際事務局への登録�

会場実施設計着手　　　�

2002年会場建設工事着手�

�

�

2005年開催�

開催までの主なスケジュール� 自
然
と
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

創
造
す
る
博
覧
会

東京�

奈良�大阪�

中央高速道路�

名神高速道路�

富士山�

会場候補地（検討中）�

東海道新幹線�

東名高速道路�

名古屋�

中部国際空港建設予定地�

京都�

�

中部圏�
愛知県�
鉄道�
高速道路�
�

自
然
と
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

創
造
す
る
博
覧
会
―
―
―
―
―
―
―

会
場
基
本
計
画
の
検
討
状
況

『TEMPLE OF THE
ELEMENTS（自然力の寺院）』
VISHAL DARさん
（ヴィシャル・ダールさん）

「自然力の寺院」は、あらゆる感
覚や経験を一連のパビリオンに集約
し、色彩・感触・形態を媒介として、自
然を内省的に捉えた神聖な領域に導
いてくれる。

『オニゴッコ』

萩原裕一さん

この計画は、あるゲ
ーム「オニゴッコ」を
通じて、森のイメー
ジ＝迷路性・奥深さを
再構築し、小さな森に、
大きな、新たなイメー
ジを作り出そうという
試みである。

『同時多発的博覧会』
ブルース・ポンチ
志賀壮史さん（代表）、中村敬さん

自然と人間の関わりの中に見出さ
れる英知を、世界各地の人々の営み
の中から見出し、伝え、共有してい
くための場づくりの提案。

愛知青少年公園地区

科学技術交流
センター地区

海上地区

◎『委員からのメッセージ』と『EXPO2005クイズ』は休載しました。
※
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
＝
「
エ
デ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
学
ぶ
こ
と
）
と

「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」（
遊
ぶ

こ
と
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。



と
し
て
、
地
球
の
は
じ
ま
り
と

お
わ
り
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

月
の
石
を
見
て
興
奮
し
た
こ
と

の
あ
る
私
た
ち
は
、と
う
と
う
月

面
か
ら
地
球
の
こ
と
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に
な
っ
た
、

と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
森

の
奥
に
は
、
ほ
ん
も
の
の
「
聖

地
」
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

現
代
文
明
は
あ
ら
ゆ
る
領
域
で

の
神
聖
な
も
の
を
壊
し
て
ば
か

り
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

じ
つ
に
重
大
な
も
の
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
、
喪
失
感
を

い
だ
い
て
い
ま
す
。
で
は
も
は

や
人
類
に
は
、
新
た
な
「
聖
地
」

を
つ
く
り
だ
す
こ
と
な
ど
は
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
失
っ

た
も
の
は
、
も
う
ど
ん
な
に
し

て
も
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
難
問

に
た
い
す
る
回
答
が
、
森
の
奥

の
一
角
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。「
モ

リ
」
と
い
う
古
い
日
本
語
は
、

「
な
に
か
神
聖
な
も
の
が
あ
ら
わ

れ
る
場
所
」
と
い
う
意
味
を
持

っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は

そ
れ
こ
そ
叡
智
の
限
り
を
つ
く

し
て
、
こ
の
森
の
一
角
に
そ
の

よ
う
な
空
間
を
現
出
さ
せ
て
み

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

博
覧
会
協
会
で
は
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
２
０
０
５
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
制
定
す
る
た
め
、「
国
際
指

名
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
去
る
九
月

二
十
一
日
、
有
識
者
九
名
に
よ

る
「
第
一
回
審
査
委
員
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
博
覧
会

の
理
念
を
象
徴
的
に
表
現
す
る

最
も
重
要
な
も
の
と
い
え
ま
す

が
、
新
世
紀
に
相
応
し
い
質
の

高
い
マ
ー
ク
を
制
定
す
る
た
め
、

今
回
、
日
本
に
お
け
る
国
際
博

と
し
て
初
め
て
の
国
際
コ
ン
ペ

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

海
外
デ
ザ
イ
ナ
ー
三
名
を
含

む
十
名
の
気
鋭
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
指
名
が
決
定
し
、
今
後
、
二

回
の
審
査
委
員
会
と
、
先
に
実

施
し
た
「
公
開
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

参
加
者
を
対
象
に
し
た
市
民
投

票
に
よ
っ
て
選
考
を
進
め
ま
す
。

最
終
的
に
は
来
年
三
月
の
当

協
会
の
理
事
会
の
承
認
を
経
て

マ
ー
ク
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
審
査
委
員
と
指
名

デ
ザ
イ
ナ
ー
は
以
下
の
通
り
で

す
。（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

〈
審
査
委
員
長
〉

永
井
一
正
（
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
会
長
）

〈
審
査
委
員
〉

伊
藤
俊
治
（
多
摩
美
術
大
学
教

授
）、
岡
本
滋
夫
（
名
古
屋
造
形

芸
術
大
学
教
授
）、
河
原
敏
文

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、
隈
研
吾
（
建

築
家
）、
黒
田
眞
（
博
覧
会
協
会

事
務
総
長
）、
佐
藤
晃
一
（
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、
中
沢

新
一
（
中
央
大
学
総
合
政
策
学

部
教
授
）、
山
本
容
子
（
版
画
家
）

〈
指
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

青
木
克
憲
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）、
伊
藤
豊
嗣
（
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、
大
貫
卓
也

（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、
蔡

國
強
（
現
代
美
術
家
・
中
国
）

原
研
哉
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
）、
日
比
野
克
彦
（
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア

ペ
ロ
ー
グ
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
・
仏
国
）、
前
田
ジ
ョ

ン
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
・
米
国
）、
森
万
里
子
（
現
代

美
術
家
）、
山
内
瞬
葉
（
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

博
覧
会
協
会
で
は
、
国
際
博

覧
会
の
会
場
建
設
等
を
行
う
際
、

公
平
で
客
観
的
か
つ
競
争
性
の

高
い
調
達
方
法
等
に
よ
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
契
約
に
係

る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競

争
入
札
等
の
参
加
希
望
者
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
当
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
し
、
資
格
審

査
を
行
い
ま
す
。
申
請
受
付
時

期
、
方
法
等
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
　
資
格
審
査
申
請
が
で
き
る

契
約
の
区
分
及
び
種
類

博
覧
会
協
会
で
は
、「
開
幕
二

〇
〇
〇
日
前
」
を
機
に
、
協
会

設
立
以
来
初
め
て
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
全
部
で
八

種
類
あ
り
、
当
協
会
の
デ
ザ
イ

ン
専
門
委
員
会
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
三
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ

っ
て
制
作
さ
れ
、
い
ず
れ
も
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
５
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
新
し
い
地
球
創
造
―
自

然
の
叡
智
」
を
表
現
し
て
い
ま

す
。（
写
真
参
照
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
原
研
哉
氏
に
よ
る
作
品
は
、

「
全
国
カ
レ
ン
ダ
ー
展
」
で
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
平
成

十
一
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
も
使
用
し
た
江

戸
時
代
の
図
鑑
『
本
草
図
説
』

（
高
木
春
山
作
、
愛
知
県
西
尾
市

岩
瀬
文
庫
所
蔵
）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
動
植
物
を
あ
し
ら
っ
た

迫
力
あ
る
も
の
で
、
全
部
で
六

種
類
（
Ｂ
全
判
、
Ｂ
倍
判
各
三

種
類
）
あ
り
ま
す
。

伊
藤
豊
嗣

と
よ
つ
ぐ

氏
の
作
品
（
Ｂ
全

判
）
は
、
深
い
森
の
中
の
湖
や

池
を
人
間
の
形
に
な
ぞ
ら
え
、

博
覧
会
協
会
で
は
、
子
供
向

け
広
報
誌
「
バ
ン
パ
ク
探
検
隊
」

を
創
刊
し
ま
し
た
。

国
際
博
覧
会
に
関
わ
る
話
題
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
、
イ
ラ
ス

ト
、
写
真
を
交
え
て
、
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
人

の
方
も
楽
し
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
お
配
り
す
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◇
施
設
配
置
の
考
え
方

こ
れ
ま
で
デ
ッ
キ
を
多
用
し

た
高
密
度
利
用
の
ト
ポ
ス
型
建

築
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、

青
少
年
公
園
等
に
会
場
候
補
地

が
広
が
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
低

密
度
で
簡
素
な
ト
ポ
ス
型
建
築

を
中
心
と
す
る
施
設
構
成
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
自

然
の
叡
智
」
の
理
念
を
体
現
す

る
、
自
然
の
中
に
開
か
れ
た
領

域
型
展
示
空
間
（
屋
外
型
展
示

空
間
）
の
多
様
な
展
開
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
海
上
地
区
、
青
少
年

公
園
地
区
と
も
主
要
な
建
築
物

を
配
置
す
る
区
域
を
「
主
要
施

設
地
区
」、
そ
の
周
辺
に
広
が
る

◇
会
場
内
動
線
の
考
え
方

会
場
候
補
地
は
、
海
上
地
区
、

青
少
年
公
園
地
区
及
び
科
学
技

術
交
流
セ
ン
タ
ー
地
区
か
ら
な

り
、
大
き
な
広
が
り
と
距
離
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
会
場

内
の
地
区
間
移
動
は
、
安
全
性

と
効
率
性
を
考
え
、
歩
行
者
な

ど
と
分
離
し
た
専
用
路
に
、
Ｉ

Ｔ
Ｓ
（
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
）
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
隊
列
走
行
シ
ス
テ
ム
を
組
み

込
ん
だ
低
公
害
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
採
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
混
雑
日
の
混
乱
を
な

る
べ
く
回
避
す
る
た
め
、
毎
日

の
入
場
者
の
平
準
化
、
さ
ら
に

は
、
会
場
内
の
円
滑
な
回
遊
方

策
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

中
距
離
移
動
に
は
動
く
歩
道

等
を
設
置
す
る
他
、
お
年
寄
り

や
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
移

動
空
間
の
確
保
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

海
上
西
地
区
と
青
少
年
公
園

地
区
の
中
央
口
に
は
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
設
け
、
さ
ら
に
会
場

内
の
要
所
に
は
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

緊
急
車
両
の
通
行
に
つ
い
て

は
、
工
事
用
に
作
っ
た
道
路
の

利
用
も
含
め
た
総
合
的
な
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

◇
会
場
周
辺
交
通
の
考
え
方

来
場
手
段
と
し
て
は
電
車
等

の
鉄
道
系
と
、
乗
用
車
、
バ
ス

等
の
道
路
系
に
よ
る
も
の
を
考

え
て
い
ま
す
。

愛
知
環
状
鉄
道
に
は
海
上
西

地
区
に
接
し
て
駅
を
設
け
、
海

上
地
区
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

接
続
し
て
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

周
辺
の
鉄
道
な
ど
の
主
要
な

駅
か
ら
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

一
般
車
の
駐
車
場
を
会
場
候

補
地
か
ら
二
十
分
圏
内
を
目
途

に
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
会
場
候

補
地
ま
で
の
移
動

は
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
運
行
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
運
行
は
現
在

整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
高
規
格
幹

線
道
路
等
の
幹
線

道
路
網
の
活
用
を

前
提
と
し
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
円
滑

な
道
路
交
通
に
不

可
欠
な
、
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
・

誘
導
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

団
体
バ
ス
駐
車
場
は
、
会
場

候
補
地
へ
の
徒
歩
圏
に
設
置
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
他
、
障
害

者
の
方
の
た
め
の
駐
車
場
は
、

ゲ
ー
ト
に
な
る
べ
く
近
い
位
置

に
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

生
ゴ
ミ
は
、
資
源
化
し
て
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
コ
ン

ポ
ス
ト
設
備
は
、
発
生
源
の
近

い
と
こ
ろ
で
効
率
的
な
処
理
を

行
な
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

各
エ
リ
ア
へ
の
分
散
配
置
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
有
効
活
用
を
図
る
た
め

の
メ
タ
ン
発
酵
処
理
プ
ラ
ン
ト

の
設
置
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

生
ゴ
ミ
以
外
の
廃
棄
物
に
つ

い
て
は
、
地
区
の
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
で
分
別
集
積
し
、
で

き
る
限
り
再
利
用
、
資
源
化
を

図
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
の
循
環
利
用
の

観
点
か
ら
中
水
施
設
の
設
置
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

＊
　
　
　
　
＊

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

●
コ
ン
セ
プ
ト
、
運
営
等
と
の

擦
り
合
わ
せ
を
十
分
検
討
す
べ

き
。

●
現
在
の
公
園
利
用
者
へ
の
配

慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

●
積
極
的
な
平
準
化
の
検
討
が

必
要
。

●
隊
列
バ
ス
に
つ
い
て

・
発
展
途
上
の
も
の
で
あ
り
、

計
画
の
前
提
と
す
る
の
は
危
険
。

・
移
動
以
外
の
楽
し
み
が
付
加

で
き
な
い
か
。

●
周
辺
道
路
整
備
等
に
つ
い
て

・
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が
不

可
欠
。

・
道
路
、
駐
車
場
の
混
雑
情
報

の
提
供
が
不
可
欠
。

＊
　
　
　
　
＊

今
後
、
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
意
見
も
あ
わ
せ
、
よ
り
計

画
の
熟
度
を
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
会
場
候
補
地
に
、
新
た
に
愛
知
青
少
年
公
園
と
科
学
技
術
交
流
セ

ン
タ
ー
を
加
え
た
広
大
な
エ
リ
ア
で
会
場
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
以

下
、
会
場
施
設
配
置
計
画
、
観
客
輸
送
計
画
、
供
給
処
理
計
画
に
つ
い
て
、
順
に

ご
説
明
し
ま
す
。

拡
大
し
た
会
場
計
画
の

検
討
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す

拡
大
し
た
会
場
計
画
の

検
討
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す

会
場
施
設
配
置
計
画

観
客
輸
送
計
画

◇
供
給
処
理
の
考
え
方

来
る
べ
き
循
環
型
社
会
に
向

け
て
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
感
で
き
る
博
覧
会
を
目
指
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ゴ
ミ
の

最
終
処
理
量
の
最
小
化
、
水
の

循
環
利
用
の
観
点
か
ら
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
十
一
世
紀
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を

模
索
し
、
環
境
に
優
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
す
る
た
め
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
軽
減
す
る
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
燃
料
電
池
を
は
じ

め
と
し
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
太
陽
光
発
電

等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極

的
に
導
入
す
る
よ
う
検
討
し

て
い
ま
す
。

供
給
処
理
計
画

4つの地区の施設配置の考え方�
・恒久施設につながる政府及び自治体出展ゾーン（東側）�
・民間出展ゾーン（西側）�
・高密度な利用は避け、特に博覧会のテーマに沿った展示施設�
・森へ入る手段として水平回廊や里山トレイルの導入を検討�

海上北地区�

・民間の出展を誘導するゾーン�
・博覧会のにぎわいの中心的な位置づけ�
・森へ入る手段として水平回廊や里山トレイルの導入を検討�

・屋外の運動施設用地を活用�
・外国政府や国際機関、自治体の出展を誘導するゾーン�
・国際的な多様性に満ちた博覧会を体感できるにぎわいの地区�
・森林体感地区は身近な市民に開かれた公園の特質を生かす�

海上南・西地区�

青少年公園地区�

・博覧会事務局の本部やプレスセンター、警備、消防、迎賓館など�
　管理施設を配置�

科学技術交流センター地区�

会
場
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
展
開
さ
れ
る
の
か
、
今
後
実
際

に
博
覧
会
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
諸
外
国
、
企
業
、
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど

多
く
の
参
加
者
に
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
た
め
に
、「
博
覧
会
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」

を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
中
の
三
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

最
も
身
近
な
自
然
、
そ
れ
は
、

私
た
ち
自
身
の
身
体
で
あ
り
私

た
ち
自
身
の
記
憶
で
す
。
私
た

ち
は
お
な
か
の
中
に
十
ヵ
月
い

て
こ
の
世
の
中
に
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
実
は
十
ヵ
月

ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人

間
は
お
な
か
の
中
で
四
十
億
年

の
生
命
の
叡
智
を
経
験
し
、
そ

し
て
は
じ
め
て
お
な
か
の
外
の

光
を
見
る
の
で
す
。
お
な
か
の

中
で
は
じ
め
は
瞳
さ
え
持
た
な

い
、
感
じ
る
だ
け
で
す
。
や
が

て
瞳
を
持
ち
ま
す
。
し
か
し
そ

れ
は
人
間
の
瞳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
海
の
中
で
す
。
や
が
て
陸

に
あ
が
り
ま
す
。
ま
だ
人
間
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
地
が
揺
れ

る
。
地
球
に
ア
ル
プ
ス
が
生
ま

れ
る
。
お
な
か
の
中
で
そ
ん
な

こ
と
ま
で
経
験
し
て
い
る
の
で

す
。
瞳
が
だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
次
第
に
私
た
ち
が
よ

く
知
っ
て
い
る
動
物
の
瞳
で
世

界
が
見
え
て
き
ま
す
。
と
か
げ

の
瞳
？
い
や
、
ラ
イ
オ
ン
の

瞳
？
近
づ
い
て
き
ま
す
。
自
分

が
人
間
と
し
て
こ
の
世
界
に
生

ま
れ
て
く
る
日
が
。
も
は
や
わ

か
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
は
お

な
か
の
中
で
四
十
億
年
の
生
命

の
叡
智
を
経
験
し
、
そ
し
て
は

じ
め
て
世
界
の
光
を
見
た
こ
と

を
。
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
「
四
十
億

年
の
生
命
の
叡
智
」
で
は
こ
の

よ
う
な
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま

こ
う
し
て
、「
海
上
の
森
」
会

場
の
中
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
に
、

よ
う
や
く
私
た
ち
は
た
ど
り
着

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

あ
た
り
一
帯
は
ま
さ
に
こ
の
万

博
の
「
聖
地
」
と
も
い
う
べ
き

場
所
で
す
。
現
代
の
人
類
が
失

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る

能
力
、
記
憶
、
叡
智
の
か
た
ち
、

そ
う
い
う
も
の
が
こ
の
場
所
で

も
う
い
ち
ど
息
を
吹
き
返
し
、

未
来
の
創
造
の
た
め
に
、
豊
か

な
力
を
与
え
て
く
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
科
学
は
こ
の
よ
う

な
場
所
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
21

世
紀
の
科
学
と
し
て
の
誕
生
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
技
術
は
、
こ
の
よ
う
な
空

間
の
息
吹
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
類
の
秘
め
ら
れ
た
全

能
力
を
開
花
さ
せ
る
、
ほ
ん
も

の
の
技
（
テ
ク
ネ
）
へ
と
変
貌

を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
森
の
奥
の
こ
の

場
所
に
、
未
来
に
開
か
れ
た
人

類
の
叡
智
を
結
集
す
る
た
め
の
、

新
し
い
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
科
学
と
哲
学
と
芸
術
の

叡
智
が
、
集
合
す
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
人
類
の
創

造
的
能
力
の
す
べ
て
の
可
能
性

を
見
渡
し
て
い
け
る
よ
う
な

『
自
然
の
魔
術
師
た
ち
の
美
術

館
』
が
、
つ
く
ら
れ
ま
す
。

大
地
に
埋
も
れ
た
よ
う
に
し

て
建
つ
こ
の
美
術
館
の
上
に
は
、

月
面
の
一
部
が
再
現
さ
れ
、
※

テ

レ
プ
レ
ゼ
ン
ス
技
術
に
よ
っ
て

現
実
の
月
面
に
結
ば
れ
て
い
ま

す
。
月
は
地
球
の
唯
一
の
兄
弟

す
。
そ
し
て
こ
の
テ
ー
マ
ゾ
ー

ン
は
、
世
界
中
か
ら
の
参
加
者

の
自
由
な
発
想
や
共
同
作
業
で

造
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
テ

ー
マ
ゾ
ー
ン
を
い
か
に
造
り
上

げ
る
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通

じ
て
二
十
一
世
紀
の
社
会
を
支

え
る
市
民
、
企
業
の
姿
が
示
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。

「
海
上
の
森
」
会
場
を
さ
ら

に
進
む
と
、
奇
妙
な
か
た
ち
を

し
た
テ
ン
ト
が
い
く
つ
も
た
ち

な
ら
ん
で
い
る
の
に
出
会
う
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
テ
ン
ト
が

威
力
を
発
揮
す
る
の
は
、
な
ん

と
万
博
の
敵
と
も
い
う
べ
き
雨

の
日
な
の
で
す
。

そ
う
、
こ
れ
ら
の
テ
ン
ト
は

雨
音
で
音
楽
を
奏
で
る
天
幕
な

の
で
す
。
自
然
は
元
来
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
複
雑
な
音
楽

を
奏
で
る
ひ
と
つ
の
「
振
動
す

る
場
所
」
な
の
で
す
。
こ
の
天

幕
の
下
で
は
自
然
に
包
ま
れ
て

雨
の
日
な
ら
で
は
の
楽
し
い
催

し
が
用
意
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

自
然
と
人
間
の
芸
術
活
動
と
が

融
和
し
た
ひ
と
つ
の
姿
を
感
じ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ポ
ス
タ
ー
」を

１
５
０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」制
定
に

向
け
て
い
よ
い
よ
始
動
！

「
バ
ン
パ
ク
探
検
隊
」

を
創
刊

博
覧
会
協
会
で
は
、
緑
と
水

の
森
林
基
金
の
助
成
を
受
け
、

九
月
十
五
日
に
瀬
戸
市
定
光
寺

野
営
場
一
帯
に
お
い
て
「
緑
と

ふ
れ
あ
う
里
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
地
元
瀬
戸
市
民
団
体
で

組
織
さ
れ
る
実
行
委
員
会
に
委

託
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
の
近
づ
く
悪
天

候
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
百
人
の

方
が
参
加
し
、「
ロ
ー
プ
を
使
っ

た
木
登
り
体
験
」、「
森
の
保
護

と
有
効
利
用
を
考
え
る
里
山
体

験
」
そ
し
て
、「
ほ
た
る
の
里
の

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の

契
約
に
係
る
競
争
入
札
参
加

希
望
者
の
募
集
に
つ
い
て

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ス
ロ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
で
、

地
元
せ
と
も
の
祭
も

盛
り
上
が
り

九
月
十
一
日
・
十
二
日
に
、

会
場
候
補
地
で
あ
る
瀬
戸
市
に

お
い
て
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の

第
六
十
八
回
せ
と
も
の
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

一
時
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、

お
お
む
ね
好
天
に
恵
ま
れ
二
日

里
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
2
0
0
5

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
2
0
0
5

イ
メ
ー
ジ
の
参
考
に
博
覧
会
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す

ア
イ
デ
ィ
ア
そ
の
二

「
雨
音
で
音
楽
を
奏
で
る
天
幕
」

「
四
十
億
年
の
生
命
の
叡
智
」

ア
イ
デ
ィ
ア
そ
の
一

ア
イ
デ
ィ
ア
そ
の
三

「
自
然
の
魔
術
師
た
ち
の
美
術
館
」

森
林
に
つ
い
て
は
、「
森
林
体
感

地
区
」
と
位
置
づ
け
ま
す
。

◇
各
地
区
の
考
え
方

海
上
北
地
区
、
海
上
南
・
西

地
区
、
青
少
年
公
園
地
区
及
び

科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
地
区

の
各
地
区
の
考
え
方
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。

木工教室で枯れ木を使ってパチンコを作る参加者

有識者９名による「第１回審査委員会」を開催

間
で
、
約
五
十
一
万
人
の
人
出

を
数
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
せ
ま

し
と
瀬
戸
物
が
並
ぶ
中
、
尾
張

瀬
戸
駅
前
で
瀬
戸
市
と
博
覧
会

協
会
が
共
同
で
博
覧
会
Ｐ
Ｒ
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
ス

ロ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
で
、
２
０
０
５

の
数
字
が
そ
ろ
う
度
に
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
、
グ
ッ
ズ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
好
評
で
し
た
。（
大

せ
と
も
の
祭
協
賛
会
主
催
）

環
境
整
備
と
ほ
た
る
の
幼
虫
の

放
流
体
験
」
の
三
つ
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
里
山
で
の
遊
び
方

を
学
び
、
里
山
の
楽
し
さ
を
十

分
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

測
量
、
建
築
関
係
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
土
木
関
係

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

地
質
調
査
業
務
、
補
償
関
係
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

二
　
集
中
受
付
期
間

平
成
十
一
年
十
二
月
一
日

（
水
）
か
ら
平
成
十
二
年
一
月
十

三
日
（
木
）
ま
で
（
な
お
、
申

請
に
は
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド

を
あ
ら
か
じ
め
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。）。

Ｉ
Ｄ
な
ど
の
取
得
や
申
請
に

つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
当

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
ま
た
は
財
務
グ
ル
ー

プ
契
約
チ
ー
ム
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５

２
―
５
６
９
―
２
０
７
９
）。

そ
こ
に
集
ま
る
水
を
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
飛
び
立
と
う
と
す
る

人
間
の
姿
を
表
現
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
瑞み

ず

彩か

氏
の
作
品
（
Ｂ
全

判
）
は
、
一
本
の
木
は
様
々
な

生
き
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

ま
た
人
間
と
動
植
物
の
共
存
の

姿
で
あ
る
と
し
、
こ
の
木
が
成

長
し
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
５
の

森
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
制
作
を
記
念
し
て
縦

長
の
Ｂ
全
判
ポ
ス
タ
ー
（
103

cm
×
73
cm
）
五
種
類
を
各
三
十

枚
、
合
計
百
五
十
名
の
方
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

〈
応
募
方
法
〉

官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
希
望
の
ポ
ス
タ
ー

（
一
種
類
の
み
）、
博
覧
会
に
期

待
す
る
こ
と
、
を
記
入
の
う
え
、

〒
４
５
０
―
０
０
０
２
　
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
三
―
十
五
―

一
　
名
古
屋
ダ
イ
ヤ
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
二
号
館
四
階
　
（
財
）
２

０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協

会
「
ポ
ス
タ
ー
」
係
　
ま
で
。

な
お
〆
切
は
十
一
月
一
日
（
月
）

当
日
消
印
有
効
で
す
。
当
選
は

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

原氏制作「鯉」（Ｂ倍判）

原氏制作「ノダケ」
（Ｂ全判）

伊藤瑞彩氏制作（Ｂ全判） 伊藤豊嗣氏制作（Ｂ全判）

原氏制作「手長蛸」
（Ｂ全判）

原氏制作「手長猿」
（Ｂ全判）

原氏制作「ヘゴ」（Ｂ倍判）

原氏制作「穴兎」（Ｂ倍判）

イ
メ
ー
ジ
の
参
考
に
博
覧
会
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す

る
ほ
か
、
ご
希
望
の
学
校
関
係

者
の
方
々
に
も
お
配
り
し
ま
す
。

当
面
、
隔
月
で
発
行
す
る
予
定

で
す
。

※
テ
レ
プ
レ
ゼ
ン
ス
技
術
＝
遠
隔
臨
場
提
示
技
術

会場周辺の主な道路等

：供用路線
：事業中路線
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会
場
計
画
の
検
討
に
お
い
て

は
、
か
ね
て
か
ら
二
五
〇
〇
万

人
の
入
場
者
を
想
定
す
る
２
０

０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
の
会

場
と
し
て
、
瀬
戸
市
南
東
部

（
約
五
四
〇
ha
）
の
地
域
だ
け
で

は
、
環
境
へ
の
負
荷
が
大
き
い

の
で
は
、
と
い
う
議
論
が
あ
り

ま
し
た
。

今
年
五
月
に
は
、
会
場
候
補

地
内
に
お
い
て
、
オ
オ
タ
カ
の

営
巣
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
博

覧
会
協
会
で
は
、こ
れ
を
一
つ
の

契
機
と
し
て
、
会
場
許
容
量
に

つ
い
て
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

愛
知
県
知
事
が
県
議
会
に
お

い
て
「
国
や
博
覧
会
協
会
に
、

愛
知
青
少
年
公
園
等
を
会
場
地

と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
旨
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

通
商
産
業
省
の
指
示
に
よ
り
、

拡
大
し
た
会
場
の
検
討
を
始
め

ま
し
た
。

そ
し
て
、
博
覧
会
の
全
体
の

方
向
性
な
ど
を
検
討
す
る
「
企

画
調
整
会
議
」
を
七
月
十
四
日

に
開
催
し
、
愛
知
青
少
年
公
園

を
含
め
た
会
場
計
画
の
「
方
向

性
」
に
つ
い
て
、
企
画
運
営
委

員
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
海
上
北
地
区

（
地
区
名
称
は
仮
称
。
以
下
同

じ
。）
は
、「
自
然
の
叡
智
」
を

象
徴
す
る
「
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
」、

海
上
南
・
西
地
区
は
、
民
間
出

展
を
中
心
と
し
た
「
テ
ー
マ
ゾ

ー
ン
」。
愛
知
青
少
年
公
園
地
区

は
、
外
国
政
府
出
展
を
中
心
と

し
た
「
※

エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

ゾ
ー
ン
」、
科
学
技
術
交
流
セ
ン

タ
ー
地
区
は
、
博
覧
会
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
の
施
設
を
置
い

た
「
管
理
ゾ
ー
ン
」
の
四
つ
の

ゾ
ー
ン
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た

の
で
す
。

こ
の
「
四
つ
の
ゾ
ー
ン
」
の

考
え
方
を
受
け
、
環
境
、
会
場

計
画
、
観
客
輸
送
の
各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

九
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た

「
企
画
調
整
会
議
」
で
は
、
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検

討
状
況
が
報
告
さ
れ
、
様
々
な

意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
施
設
配
置
の
考
え
方
、

各
地
区
の
考
え
方
、
会
場
ア
ク

セ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
会
場
計

画
の
検
討
状
況
を
、
２
面
に
詳

し
く
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
。

ま
た
、「
肝
心
の
博
覧
会
の
内

容
が
見
え
て
こ
な
い
」
と
い
う

ご
意
見
に
応
え
る
た
め
に
、「
博

覧
会
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」
も
、
公

表
し
ま
し
た
（
３
面
詳
細
）。

愛
知
青
少
年
公
園
の

利
活
用
を
加
え
た

会
場
計
画
を
検
討

優 秀 賞�

作品名� 作者� 住所� 職業等�

優 秀 賞�

優 秀 賞�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

※「一般の部」の最優秀賞は該当作品なし。�

学生�

会社員�

大学院生�

会社員�

大学生�

自営業�

―�

会社員�

会社員�

―�

―�

大学院生�

会社員�

インド ニューデリー市�

神奈川県川崎市�

福岡県福岡市�

東京都中央区�

神奈川県藤沢市�

埼玉県飯能市�

愛知県瀬戸市�

愛知県春日井市�

大阪府大阪市�

アメリカ ニューヨーク州�

愛知県日進市�

東京都�

東京都目黒区�

VISHAL DAR�
（ヴィシャル・ダール）�

萩原裕一�

ブルース・ポンチ�
志賀壮史（代表）他1名�

池田達（代表）他8名�

磯野健介�

小高浩平�

海上の森自然観察会�
企画室　北岡由実子�

白水良一（代表）他4名�

竹原正美（代表）他3名�

ASHER DERMAN�
（アッシャー・ダーマン）�
東海水琴窟ネット�
中野之也（代表）他2名�

中楯哲史（代表）他1名�

馬場正尊（代表）他2名�

TEMPLE OF ELEMENTS�
（自然力の寺院） 

オニゴッコ�

同時多発的博覧会�

静伝管のネットワーク�

百鬼夜行�

土の迷路と土の塔�

海上の森　里山博覧会�

ミズスマシロボット＆浮島（プランター）�
浄化装置�

マジックビューアー�

EXPO2005:REAL-TIME MAN-ECOLOGY INFORMATION�
EXCHANGES（リアルタイム　人間―エコロジー情報交換）�

天水共創の里�

EXPO2005「森の木 を々介した�
ボランタリー博覧会」�

偶然の大地　seeds tickets

最優秀賞�森のブランコゆらゆら音楽会�

イモムシロボット�

2005年万博メモリアルウエディング�

森の映画館�

森と話そう！�

本当の星空見たことありますか�
A trip keeping in touch the green�
of trees　木々の緑に触れる旅�
タイムマシーンにのって、�
もりでいえをたてよう�

新型植物園�

作品名� 作者� 住所� 学校名等�

最優秀賞�

優 秀 賞�

優 秀 賞�

優 秀 賞�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

佳　　作�

越智藍子�

小西聖子�

猪飼理江�

鬼頭麻衣子�

和田愛弓�

石川綾子�

伊藤芳恵�

杉山みのり�

中島崇志�

東京都品川区�

愛知県知多市�

愛知県津島市�

愛知県豊田市�

愛知県豊田市�

愛知県半田市�

愛知県知多市�

東京都世田谷区�

愛知県知多市�

品川区立第一日野小学校�

知多市立八幡中学校�

津島市立天王中学校�

豊田市立保見中学校�

豊田市立朝日丘中学校�

半田市立青山中学校�

知多市立八幡中学校�

星美学園小学校�

知多市立八幡中学校�

【15歳以下の部】�

【一般の部】�

『森のブランコゆらゆら音楽会』
越智藍子さん
（品川区立第一日野小学校）
でこぼこの地面には、椅子を並べにくい。
それに森にこだまする音楽は、そよぐ風に
乗って、ふわふわしている。だから森の音
楽会は、背もたれのあるブランコを木々の
枝に吊し、それを座席にする。演奏者の姿
を見るのではなく、葉がしげる空を見上げ、
森の深さを感じながら聴く。自然に向かっ
て演奏する舞台は小さく目立たない。

『イモムシロボット』
小西聖子さん
（知多市立八幡中学校）
この作品は、自分が虫になり、虫から見
た“自然”“世の中”“未来”“過去”を体
験し、虫の生活を体験するものです。人間
は、人間の世界しか見えないだから、動物
や虫、植物の世界を見る必要があるのです。
それが、遊びながらできたら、どんなにい
いことでしょう。この作品は、万博に参加
し、学ぶことのできる作品です。

博覧会協会では「森の博覧会のアイデア」をテーマとした国際アイデアコンペを行い、1955件の応募があり
ました。このほど、厳正なる審査の結果、最優秀賞をはじめとする入賞作品22点が決定しました。
今回の「ＥＸＰＯ2005だより第6号」では、最優秀賞、優秀賞の8点をご紹介し、次号以降のＥＸＰＯだより

で佳作14点をご紹介する予定です。なお、本文中の作品概要は、応募者によって作成された作品概要の抜粋です。

15歳以下の部　最優秀賞

15歳以下の部　優秀賞 一般の部　優秀賞

『2005年万博メモリアルウエディング』
猪飼理恵さん
（津島市立天王中学校）

なにかと無駄の多い結婚式。これ
はそんな無駄を一切省いた、新しい
個性的な結婚式です。万博でしかで
きない、夫婦の個性あふれる結婚式。
きっと一生の思い出に残ります。

『森と話そう！』
和田愛弓さん
（豊田市立朝日丘中学校）

木に映像（顔の）を映し、声を
流す。そして、環境問題などにつ
いて木が話してくれる。その他に
も「木の伐採」などをテーマに
「木」どうしがディベートを行う。

『森の映画館』
鬼頭麻衣子さん
（豊田市立保見中学校）

自然豊かな場所に水や霧、
煙などでスクリーンをつく
り、お客さんに楽しんでもら
う。内容も子供むけから芸術
作品の有名場面などを工夫
し、自然と一体となった映画
館にする。

国際アイデアコンペ入賞者決定国際アイデアコンペ入賞者決定

2005年日本国際博覧会
●会場候補地（検討中）●

愛知県瀬戸市南東部
および隣接地

●開催期間●

2005年3月25日～9月25日

�

　会場基本計画検討状況――グランドレベル�

（1999年9月公表）�
�

［主要施設地区］�

            デッキ等�

            屋外型展示空間（領域型）�

            屋内展示空間（トポス型）�

            催事施設�

            サービス施設�

            供給処理施設�

            バスターミナル�

            管理事務所等�

            迎賓館�

            既存施設�

�

［森林体感地区］�

            拠点施設敷地�

            基幹路�

            水平回廊�

�

［場内観客輸送主要動線］�

            場内シャトルバス経路（調整中）�

管理施設ゾーン�

民間出展ゾーン�

愛
知

環
状
鉄
道

国
道
1
5
5
号

民間出展ゾーン�

民間出展ゾーン�

政府及び自治体出展ゾーン�

1,000m5004003002001000
N

外国政府及び自治体出展ゾーン�

森林体感地区�

森林体感地区�

博
覧
会
協
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

公
表
し
た
会
場
基
本
計
画
に
対
す
る

多
く
の
ご
意
見
と
、
さ
ら
に
様
々
な

環
境
へ
の
配
慮
な
ど
を
踏
ま
え
、
会

場
計
画
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
オ
オ
タ
カ
の
営
巣
確
認
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

会
場
候
補
地
約
五
四
〇
ha
に
、
愛
知

青
少
年
公
園
約
二
〇
〇
ha
、
科
学
技

術
交
流
セ
ン
タ
ー
約
二
〇
ha
を
加
え

た
「
会
場
基
本
計
画
の
検
討
状
況
」

を
公
表
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1999年会場計画の策定�

2000年 博覧会国際事務局への登録�

会場実施設計着手　　　�

2002年会場建設工事着手�

�

�

2005年開催�

開催までの主なスケジュール� 自
然
と
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

創
造
す
る
博
覧
会

東京�

奈良�大阪�

中央高速道路�

名神高速道路�

富士山�

会場候補地（検討中）�

東海道新幹線�

東名高速道路�

名古屋�

中部国際空港建設予定地�

京都�

�

中部圏�
愛知県�
鉄道�
高速道路�
�

自
然
と
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

創
造
す
る
博
覧
会
―
―
―
―
―
―
―

会
場
基
本
計
画
の
検
討
状
況

『TEMPLE OF THE
ELEMENTS（自然力の寺院）』
VISHAL DARさん
（ヴィシャル・ダールさん）

「自然力の寺院」は、あらゆる感
覚や経験を一連のパビリオンに集約
し、色彩・感触・形態を媒介として、自
然を内省的に捉えた神聖な領域に導
いてくれる。

『オニゴッコ』

萩原裕一さん

この計画は、あるゲ
ーム「オニゴッコ」を
通じて、森のイメー
ジ＝迷路性・奥深さを
再構築し、小さな森に、
大きな、新たなイメー
ジを作り出そうという
試みである。

『同時多発的博覧会』
ブルース・ポンチ
志賀壮史さん（代表）、中村敬さん

自然と人間の関わりの中に見出さ
れる英知を、世界各地の人々の営み
の中から見出し、伝え、共有してい
くための場づくりの提案。

愛知青少年公園地区

科学技術交流
センター地区

海上地区

◎『委員からのメッセージ』と『EXPO2005クイズ』は休載しました。
※
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
＝
「
エ
デ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
学
ぶ
こ
と
）
と

「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」（
遊
ぶ

こ
と
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。


